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NY マーケットレポート（2019 年 11 月 26 日） 
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NY 市場レポート 
 

主要な米経済指標の結果 

11 月消費者信頼感指数 125.5（予想 127.0・前回 125.9⇒126.1） 

11 月の米消費者信頼感指数は、市場予想を下回る結果となり、前月改定値から 0.6 ポイント低下となっ

た。景現況指数は 166.9（前月改定値 173.5）と低下したが、期待指数は 97.9（94.5）と上昇した。雇用

関連では、「職が豊富」との回答は 44.8％（前月 47.7％）、「就職が困難」は 12.7％（11.6％）。向こ

う半年では「雇用が増える」との回答は 15.7％（16.9％）、「雇用が減る」は 13.2％（18.0％）だった。 
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10 月新築住宅販売件数 73.3 万件（予想 70.8 万件・前回 70.1 万件⇒73.8 万件） 

10 月新築住宅販売件数（前月比） -0.7％（予想 1.0%・前回 -0.7%⇒4.5％） 

10 月の米新築住宅販売件数は、市場予想を上回る結果となり、前年比では+31.6％となった。また、前月

の結果が上方修正され、2007 年 7 月以来の高水準となり、販売価格と住宅ローン金利の低下で住宅販売

の堅調さが示された。市場の住宅在庫は+0.3％の 32.2 万件、在庫率は 5.3 ヵ月と前月か 0.1 ヵ月増加と

なり、適正水準とされる 6.0 ヵ月を下回った。地域別では、北東部が-18.2％の 2.7 万件、中西部が+4.2％

の 7.5 万件、南部は-3.3％の 43.6 万件、西部は+7.1％の 19.5 万件。販売物件の中間価格は+2.1％の 31.7

万ドル、平均価格は+4.5％の 38.3 万ドルだった。   
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11 月リッチモンド連銀製造業指数 -1（予想 6・前回 8） 

11 月リッチモンド連銀製造業指数は、市場予想に反して低下となり、2 ヵ月ぶりにマイナスに落ち込ん

だ。 
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主要 3 指数は過去最高値を更新  

米株式市場は、米中貿易協議に対する期待感を背景に、主要株価指数は序盤から堅調な動きとなった。

さらに、トランプ米大統領が米中協議の第 1 段階合意に向けて前向きな姿勢を示したことも押し上げに

寄与した。ダウ平均株価は序盤から堅調な動きとなり、終盤に前日比 79 ドル高まで上昇し、取引時間中

の最高値を更新した。結局 55 ドル高で終了し、終値ベースで 2 日連続の最高値更新となった。一方、ハ

イテク株中心のナスダックは、15 ポイント高で終了し、過去最高値を更新した。 
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ドル/円は小動きながら底固い 

米中通商問題の進展期待を背景に、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。序盤に発表された米経済

指標が強弱まちまちの結果となったことから、反応は限定的だった。ただ、米主要株価指数が軒並み史

上最高値を更新したことに加え、トランプ米大統領が習近平中国国家主席と通商合意を模索していると

発言したこともあり、ドル/円は一時 109.14 まで上昇する場面もあった。一方、英国総選挙の世論調査

で保守党の労働党に対するリードが縮小していることが引き続き材料視され、ポンドはドルや円などに

対して上値の重い動きとなった。 

 

出所：総合分析チャート 
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